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 体育館が劇場に！子どもたちの演技が芸術の秋

にふさわしい一日を創り上げました。と、少々大げ

さに書きましたが、この一文の中の言葉のほとんど

が、観客の方からいただいた声なのです。 

学芸会に向けて、子どもたちは練習を積み重ねて

きました。学年によっては舞台上で演じる役だけで

はなく、総監督や照明、音響、舞台設定や大道具、

小道具といった様々な役割も分担して劇づくりを

してきました。また、観ている人に作品に込められ

た想いを伝えようと、せりふの言い回しや、細かい

演技などについて、何度も工夫を重ねてきました。

当日は、たくさんのお客さんの前で、練習の成果を

発揮することができました。演じるという表現だけ

でなく、歌や音響、さらに照明による光など、様々

な表現が一体となり、まさに総合芸術と呼ぶにふさ

わしい学芸会となりました。たくさんのあたたかい

拍手や言葉、ありがとうございました。（実森浩明） 

 

 

 

 ＰＴＡ主催によるふれあい広場は子

どもたちが楽しみにしている行事で

す。ＰＴＡの各部が用意したゲームコ

ーナーや、青少対小曾木地区委員会に

よる手作りコーナー、また、おやじの

会のドラム缶ピザなど子どもたちにと

っては楽しさ満載でした。小学生をは

じめ、未就学のお子さんや中学生、さ

らに大人たちみんなが、楽しくふれあ

う場になりました。たくさんのお力添

えに感謝です。（臼井勝重・菊池芳恵） 

 

 

 台風 19号や大雨の被害は大変なものでした。第六中学校も初めて

の避難場所開設をしましたが、９月に避難所開設訓練を実施していた

ため、スムーズに避難場所開設ができ、皆さんに利用していただきま

した。今後、このような災害が頻繁に起こることが心配され、更にし

っかりとした準備をしておくことが大切です。 

 学校では、避難所開設以外でも様々な避難訓練を実施しています。

１０月7日（月）には、消防団第六分団（分団長：山﨑広己様）の

ご協力をいただいて、消火器による「初期消火訓練」を実施しました。

11月 19日（火）には、校舎に併設している避難脱出シュートで、

3階、4階からの避難訓練を実施しました。 

 災害はいつ何時起こるかわかりません。いざという時、しっかりと

した対応ができるよう「自助、共助、公助」を大切にし、しっかりと

準備していきましょう。（市川晃） 

 

 

 

六中 避難訓練・初期消火訓練 

 

七小 ふれあい広場 

今年の、おそき保育園の運動会は、9月21日（土）

に行いました。0歳児クラスから5歳児クラスまでの子

どもたちが揃い、笑顔いっぱいの運動会となりました。

小さいクラスのお友だちは、お家の方と一緒に走った

り、抱っこしてもらったり、楽しく参加してくれました。

大きいクラスのお友だちは、お家の方にカッコいい（可

愛い）姿を見 

てもらおうと 

走ったり、ポ 

ーズを決めた 

り真剣な表情 

を見せてくれ 

ました。閉会 

式には、メダ 

ルを首に掛け 

てもらい、誇 

らしげに帰っ 

ていく子ども 

たちが印象的 

でした。地域 

の皆様には、 

いつも温かく 

見守って頂き、 

感謝申し上げ 

ます。 

（天野恵利子） 
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